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2024年12月3日 №402

ＪＲ東海労働組合新幹線関西地方本部

発行 笹田 伸治 編集 業務部

２０２４年度職場改善諸要求（運輸所
関係）に関する業務委員会開催！
12月３日、地本は202４年度職場改善要求（運輸所関係）に関する申し

入れについて、関西支社と業務委員会を開催しました。参加者は、渡邊副委

員長、下茂副委員長、田川運輸担当部長、今田運輸担当部長。会社側は、熊

谷人事課課長代理、三浦運輸課課長代理、紫牟田車両課課長、川村人事課係

長でした。

「申」第５号2024年度職場改善要求（運輸所関係）に関する申し入れ

（2024年9月17日申入）

２０２４年度職場改善諸要求の申し入れ（運輸所関係）は、運輸所で働

く全ての乗務員の改善要求である。昨年と同様、改善を行う意志が全くな

く、誠意のない姿勢に抗議する。
Ⅰ．新幹線各駅・各車両所における危険箇所及び設備の改善要求

（１）各車両所の昇降台（手摺りのサビ・階段滑り止め・頭上の突起物・長さ等）を整

備すること。

【回答】箇所ごとに劣化状況を鑑み、必要な修繕・取替を行っている。

（２）東二両着発２５番線における手歯止め使用に関し、No.３位に変更すること。
【回答】手歯止めの設置位置については、新幹線運転士運転取扱標準（ブロック図）に

規定されており、現行の通りとする。

（３）安全通路での左右確認喚呼は、「右よし・左よし」に戻すこと。

【回答】対象物を確認喚呼することが重要だと考えており、現行の通りとする。

（４）名古屋電留線昇降台付近、安全通路付近及び東一両安全通路付近の雑草は、定期

的に伐採すること。

【回答】状況を見て、必要な草刈は実施している。

（５）名古屋電留線の安全通路における不安定箇所（コンクリートブロック）を整備す

ること。

【回答】状況を見て、必要な修繕は実施している。

（６）新横浜駅におけるホーム柵の鎖錠鍵は、一か所に変更すること。

【回答】現状で対処されたい。なお必要な労働時間は確保している。

Ⅱ．責任事故等起こりうる危険箇所の改善要求

各駅、各車両所の停止位置目標・一旦停止標識を見やすくするため、ＬＥＤ化するこ

と。特に大仕両着発 16番の東京方停止位置目標が見えにくいので改善すること。また、
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各車両所の庫の一旦停止標識が汚れていて見えにくいので改善すること。

【回答】駅、車両所の停止位置目標及び一旦停止標識は、箇所ごとに標板の劣化状況等

を鑑み、必要な修繕・取替を行っている。

Ⅲ．寝室・備品等、職場内設備の改善要求

（１）三島車両所、寝室のハンガー掛けの高さを低くすること。

【回答】現状でも特に問題ないと考えており、そのような考えはない。

（２）寝室の布団及び毛布の乾燥を定期的に行うこと。

【回答】休養室の布団の乾燥については定期的に実施しており衛生上問題がないと考え

ている。なお、汚れの酷いものについては都度交換するので、必要により管理

者等に申告されたい。

（３）寝室に空気清浄機及び除湿出来るエアコンプラズマクラスターに変更すること。

【回答】必要な清掃や換気は実施しており、現状で対処されたい。

（４）寝室のエアコンの清掃を定期的に行うこと。

【回答】定期的に清掃しているため、現行通りとする。

（５）寝室のスリッパをゴムスリッパに変更し、定期的に交替すること。

【回答】現状でも特に問題ないと考えており、そのような考えはない。

（６）寝室の枕を新調すること。

【回答】必要な交換は実施している。不具合がある場合は適宜申告されたい。

（７）寝室のダニ対策及びカビ対策を定期的な行うこと。

【回答】衛生管理は適切に行っている。またカビ対策は定期的に実施いる。

（８）寝室の浴衣は、各サイズ（Ｌ／Ｍ／Ｓ）を用意すること。

【回答】現行通りとする。

（９）各ロッカーにタオル掛けを設けること。

【回答】現状で対処されたい。

（10）東二両３階、５階洗面所に乾燥機を設置すること。
【回答】現行通りとする。

（11）各運輸所の浴室に設置している洗濯機・乾燥機を増設すること。
【回答】現行通りとする。

（12）異常時等に備え、各職場の自販機の内容を充実させること。
【回答】現行通りとする。

（13）東京第一運輸所の男子及び女子の寝室が老朽化している、改善すること。
【回答】不具合が発生した際は、適宜申告されたい。

Ⅳ．その他の改善について

（１）規程類の訂正は、タブレットになったが、訂正にあたって、労働時間内でやるこ

と。訓練時間内でやること。

【回答】規程類の改正に伴うダウンロードに要する時間については労働時間内にできる

範囲内と認識している。

（２）訓練の待ち時間は、「２項」超勤とすること。

【回答】そのような考えはない。

（３）制服の更衣時間を労働時間とすること。

【回答】そのような考えはない。

（４）運転士の体調の異常に対応するため運転士免許取得の車掌を必ず１人以上乗せる

こと。
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【回答】そのような考えはない。運転士が体調に異常を感じ、代替乗務員がいない場合

は、列車を停止させ、必要な対応を行う。

（５）運転中の安全確保及び異常時の迅速対応を考えて車掌３人乗務とすること。

【回答】これまでも安全の確保のため、各種取組を進めてきたことから、そのような考

えはない。

（６）連続休暇の不可日をなくすこと。

【回答】繁忙期等、状況により連続休暇の申し込み不可日は発生するため、現行通りと

する。

（７）乗務員は、年間予備月が８ヵ月あり、生活設計に影響があるので休日は前月 10
日に発表すること。

【回答】そのような考えはない。現在、休日予定発表では就業規則を上回る措置として

交番勤務者のみに対して行っている取扱いであり、予備勤務者に対して同様の

措置を取ることは勤務作成の都合上難しいものと考える。

（８）毎月 25日の勤務発表時の「空白日」をなくすこと。
【回答】就業規則第 54 条及び第 55 条の規定に基づき、会社は適切に予備勤務者に対

して勤務を指定している。具体的には毎月 25 日までに勤務指定表を発表して
おり、勤務指定表において「勤務種別」を指定している。具体的な行路番号を

記載していない日は、就業規則別表第 2 に規定する勤務種別「乗務員」を指

定しているものである。尚、就業規則の規定は法令に則っている。

（９）新大阪ホーム詰所は、常時使用可能とすること。

【回答】必要な詰所は開放しているため、現状で対処されたい。

（10）各乗務員待機室及び各乗務員休養室における業務用・私物携帯電話の電波状態を
改善整備すること。また、Wi-Fi を設置すること。

【回答】現行通りとする。

（11）業務用携帯電話のイヤホーンは、コードが邪魔で引っかかるなど危険性があるこ
とからワイヤレスにすること。

【回答】現行の仕様が適していることから、そのような考えはない。

（12）東京駅の折り返し座席汚損交換は、乗務員でなくSMTに委託すること。
【回答】

（13）大阪の運輸所入口は、守衛の警備員がいることからカードリーダーの通しは止め
ること。

【回答】セキュリティ確保のため、現状で対処されたい。

（14）各車両所での進路構成時における注意喚起の音声ガイダンスを新設すること。
【回答】現状の通り、線路横断時に一旦停止し、左右確認することで安全を確保するこ

と。また鳥飼基地構内に触車防止のためのフラッシュライトや、仕業庫０・１

番線間にモニタ及びビデオカメラを設置するなど、適宜対策は実施している。

引き続き触車事故対策は、不断に検討していく。

（15）三島車両所の浴室に下駄箱を設置すること。
【回答】浴室内に下駄箱を設置する考えはない。

（16）東京、鳥飼の社員食堂の営業時間を 7時～ 20時 30分にし、メニュー内容、料金
の改善をすること。新大阪日の出食堂の営業を再開すること。

【回答】食堂の利用実態に合わせて営業を実施しており、そのような考えはない。また、

新大阪日の出食堂の営業を再開する予定はない。

（17）制服ズボンのポケット内布地の強度を高めること。
【回答】支社権限外事項である。
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（18）合服着用時のＹシャツは、会社が貸与すること。
【回答】支社権限外事項である。

（19）アルコール検査は、10月 1日より顔認証を業務用スマホにて行うことになるが、
業務スマホ立ち上げ、顔認証含め労働時間に入れること。

【回答】アルコール検査に要する時間は労働時間である。

（20）予備勤務者の指定は、全乗務員に隔たりなく公平・公正に指定すること。
【回答】会社は就業規則第 54条及び第 55条の規定に基づき適切に勤務指定しており、

現在の取扱いで問題ないと考えている。

（21）会社は、産業医が社員との面談を必要と認めた場合、業務として取扱い全ての時
間を労働時間とすること。

【回答】そのような考えはない。

（22）30 日以上勤務に就かない退職前提の有給休暇及び私傷病等に伴う有給休暇の場
合、通勤定期券の払い戻し制度を廃止すること。

【回答】支社権限外事項である。

（23）社員の有給休暇や保存休暇に於ける、会社からの呼び出しは絶対に行わないこと。
【回答】個別の状況に応じて適切に対応していく。

（24）異常時等における連続労働時間は労基法第 34 条を遵守し、あらかじめ定められ
た時間に休憩時間を与えること。

【回答】異常時については個別の状況に応じて、法律や規程類等に則り適切に対応して

いく。

（25）折り返し準備時間は、定められた労働時間であり、異常時等において勝手に削減
しないこと。

【回答】異常時については個別の状況に応じて、適切に対応していく。

（26）異常時等における勤務で退出前に休憩時間を強要しないこと。また、あらかじめ
定められた退出時刻後の休憩時間を指示した場合は、その時間を「２項」超勤扱

いとすること。

【回答】異常時については個別の状況に応じて、適切に対応していく。なお休憩時間に

ついては、超勤とする考えはない。

（27）異常時等における配給の食事内容をおにぎり等の軽食でなく駅弁などに改善する
こと。

【回答】個別の状況に応じて、適切に対応していく。

（28）車掌業務スマホにカイズを設定するが、乗務中に勝手にログオフされ、気付かな
い場合がある。重要な通信が途切れることになるから改善すること。車掌から応

答ない場合、指令が責任持って、車内列車無線か業務スマホに連絡してくること。

【回答】その様な考えはない。

以上


